
別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和５年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

25,400,000 47,326,7583

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

唐津市小中学校維持運営事
業

唐津市 25,400,000

7,800,000 7,880,000

121,997,5912

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

唐津市ごみ処理場維持運営
事業

唐津市 97,555,500 97,555,500

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

唐津市唐津中部衛生処理セ
ンター維持運営事業

唐津市 7,800,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額 備　考

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

唐津市唐津中部衛生処理センター維持運営事業

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

　唐津市一般廃棄物処理基本計画（平成28年度～令和12年度）
　　第４章　生活排水処理基本計画
　　　第２節 生活排水処理の基本方針等
　　　　基本方針　３　し尿等の適正処理の推進
　　　　　し尿等の排出量や性状に応じた適正な処理体制を整備します。

　　　　 目標：汚水衛生処理率　　中間目標　92.8％（令和７年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　 計画目標　98.4％（令和１２年度）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 唐津市
交付金事業実施場所 唐津市養母田

交付金事業の概要

　唐津市では、唐津市一般廃棄物処理基本計画に基づき、持続可能な循環型社会の構築を目
指しており、生活環境の保全を実施する唐津中部衛生処理センターの維持運営にかかる需用
費（燃料費 １１か月分）に電源立地地域対策交付金を活用しました。

【事業量】
　唐津中部衛生処理センターの維持運営にかかる需用費（燃料費１１か月分）
　対象期間：令和５年４月～令和６年２月



うち文部科学省分

うち経済産業省分 6,000,000 8,000,000 7,800,000

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度 令和４年度

10

総事業費 6,028,848 8,849,372 7,880,000 1,116,771,565

交付金事業の総事業費
等

令和３年度 令和４年度 令和５年度 備　考

交付金充当額 6,000,000 8,000,000 7,800,000

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

11
達成度 % 100.0 100.0 100.0

令和５年度

唐津中部衛生処理セン
ター燃料費充当月数

活動実績 月 9 10 11
活動見込 月 9

事業期間の設定理由 唐津市一般廃棄物処理基本計画の終期まで

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和８年度

汚水衛生処
理率目標：
中間目標
92.8％

令和８年度
水洗化・生
活雑排水処
理人口÷処
理形態別人
口合計×100
＝汚水衛生
処理率

成果実績 %

目標値 % 92.8

達成度 %

評価年度の設定理由
中間目標と比較検証するため、実績値が確定する令和８年度に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

今年度は汚水衛生処理率向上のためPFI事業の推進に取り組んだ。次年度も引き続きPFI事業
の普及に努めていきます。

事業開始年度 平成２８年度 事業終了（予定）年度 令和１２年度



交付金事業の担当課室 唐津市市民環境部環境課

交付金事業の評価課室 唐津市市民環境部環境課

燃料費
随意契約（地方自治法施行
令第167条の2第1項）

佐賀県石油協同組合唐津支
部（佐賀県唐津市）

7,880,000

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の契約の概要



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

2
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

唐津市ごみ処理場維持運営事業

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

　唐津市一般廃棄物処理基本計画（平成28年度～令和12年度）
　　　第３章　ごみ処理基本計画
　　　　第５節　ごみ処理基本計画
　　　　　３．施策の体系
　　　　　　１）基本施策
　　　　　　　②環境負荷の少ないごみ処理システムの構築
　　　　　　　　１ 適正処理の推進
　　　　　　　　　 安定的かつ効率的な収集・運搬の実施、現在の中間処理施設による
　　　　　　　　　 ごみの資源化や減容化を進め、環境への負荷を低減します。
　
　　　目標：ごみ処理場稼働率　　中間目標100％（令和７年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　最終目標100％（令和１２年度）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 唐津市
交付金事業実施場所 唐津市北波多岸山

交付金事業の概要

　唐津市では、唐津市一般廃棄物処理基本計画に基づき、持続可能な循環型社会の構築を目
指しており、生活環境の保全を実施する唐津市ごみ処理場維持運営にかかる需用費（電気料
及び水道料10か月分）及び委託料（固化灰処分費11か月分）に電源立地地域対策交付金を活
用しました。

【事業量】
　唐津市ごみ処理場維持運営にかかる需用費（電気料及び水道料１０か月分）及び
　委託料（固化灰処分費１１か月分）
　対象期間：電気料及び水道料 令和５年４月～令和６年１月
　　　　　　固化灰処分費 令和５年４月～令和６年２月



うち経済産業省分 139,231,000 100,000,000 97,555,500

うち文部科学省分

総事業費 180,186,731 132,100,204 121,997,591 4,049,597,276

交付金充当額 139,231,000 100,000,000 97,555,500

交付金事業の総事業費
等

令和３年度 令和４年度 令和５年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度 令和４年度

10

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

10
達成度 % 100 100 100

令和５年度

ごみ処理場電気料の充当
月数

活動実績 月 10 10 10
活動見込 月 10

事業期間の設定理由 唐津市一般廃棄物処理基本計画の終期まで

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和８年度

ごみ処理場
稼働率中間
目標100%

令和８年度
ごみ排処理
場稼働率実
績÷中間目
標×100

成果実績 %

目標値 % 100

達成度 %

評価年度の設定理由
中間目標と比較検証するため、実績値が確定する令和８年度に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

 本補助事業を活用し、唐津市ごみ処理場維持運営事業を実施しました。今年度は計画に基
づき安定的なごみ処理場維持運営が実施できました。次年度以降につきましても、本補助金
を活用し、ごみ処理場を安定的かつ効率的に維持運営していくことで、生活環境の保全及び
公衆衛生の向上を図っていきます。

事業開始年度 平成２８年度 事業終了（予定）年度 令和１２年度



交付金事業の担当課室 唐津市市民環境部環境課

交付金事業の評価課室 唐津市市民環境部環境課

固化灰処分費
随意契約（地方自治法施行
令第167条の2第1項）

株式会社松岡環境開発（大
分県大分市）

46,369,466

交付金事業の契約の概要

電気料
随意契約（地方自治法施行
令第167条の2第1項）

九州電力株式会社
唐津営業所（佐賀県唐津
市）

18,334,413

電気料
随意契約（地方自治法施行
令第167条の2第1項）

株式会社唐津パワーホール
ディングス（佐賀県唐津
市）

35,888,788

消耗品費
随意契約（地方自治法施行
令第167条の2第1項）

唐津市水道事業（佐賀県唐
津市）

21,404,924

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

3
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

唐津市小中学校維持運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 唐津市
交付金事業実施場所 唐津市一円

交付金事業の概要

　唐津市では第２次唐津市総合計画後期基本計画に基づき、地域の将来を担う人材の育成を
図っています。地域の教育力を発揮し、確かな学力を身に着けた児童・生徒を育てる学校教
育を充実し安全で快適な教育環境を整備するため、学校施設の運営に係る需用費（水道料10
か月）に電源立地地域対策交付金を充当しました。

【事業量】
　小中学校の運営に係る光熱水費（水道料10か月）
　対象期間：令和5年4月～令和6年1月



交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

唐津市総合計画後期基本計画（令和２年度～令和６年度）
　第１章　唐津市の根幹となるべき施策
　　〔基本目標４〕生きる力に満ちた人をはぐくむまちづくり
　　　〔基本施策１〕地域の将来を担う人材の育成
　　　　 単位施策２　自己実現を図る学校教育の推進
　　　　　・確かな学力を身につけた児童・生徒を育てる学校教育を充実します。
　
　　目標：学習環境を確保するため、唐津市内の小中学校数を維持
　　　　　小学校及び中学校数　　中間目標５５校（令和４年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　最終目標５２校（令和６年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　※令和６年度に小学校統合のため最終目標３校減



令和５年度

小中学校水道料充当月数
活動実績 月 7 10

55

達成度 % 100

評価年度の設定理由
中間目標と比較検証するため、実績値が確定する令和5年度に評価を実施。

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度 令和４年度

10 10
達成度 % 100.0 100.0 100.0

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

事業期間の設定理由 唐津市総合計画後期基本計画の終期まで

交付金事業の定性的な成果及び評価等

 本補助事業を活用し、令和5年4月～令和6年1月の10か月間において快適な教育環境を維持
するため、唐津市小中学校維持運営事業を実施しました。令和5年度の小中学校数は、中間
目標と比較して100%（55校）となりました。次年度以降も引き続き学習環境を確保するた
め、市内小中学校数の維持を目指し、本補助金を活用しながら学校施設を安定的かつ効率的
に維持運営していくことで、地域住民の福祉の向上を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

10
活動見込 月 7

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和５年度

小学校数及
び中学校数
中間目標
５５校

令和5年度の
小学校及び
中学校数

成果実績 校 55

目標値 校



交付金事業の担当課室 唐津市教育委員会事務局学校支援課

交付金事業の評価課室 唐津市教育委員会事務局学校支援課

水道料
随意契約（地方自治法施行

令第167条の2第1項）
唐津市水道事業
（佐賀県唐津市）

47,326,758

交付金事業の契約の概要

うち文部科学省分

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

総事業費 34,268,369 51,064,403 47,326,758 132,659,530
交付金充当額 25,210,000 40,050,000 25,400,000

うち経済産業省分 25,210,000 40,050,000 25,400,000

交付金事業の総事業費
等

令和３年度 令和４年度 令和５年度 備　考



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和５年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

28,811,569

交付金事業に要
した経費

4,400,000 4,400,0001
地域活性
化措置

脊振町通学バス運行事業 神埼市

番号 備　考交付金充当額措置名
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業の名称

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

措置名 交付金事業の名称

地域活性化措置 脊振町通学バス運行事業

交付金事業実施場所 神埼市脊振町一円

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 神埼市

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第2次神埼市総合計画（後期基本計画）（令和5年度～令和9年度）
　基本理念１　"幸せ"感じる　暮らしやすいまちづくり
　　基本方針② 市民の日常生活を支える商業等の利便性を⾼める
　　　　基本施策 ②-2 地域公共交通の充実
　　　　　・市民の日常生活に必要な地域公共交通の充実や確保維持、利便性向上
　　　　　に向けた取組みを進め、最適な総合公共交通体系を確立します。
　基本理念２　"幸せ"あふれる　まちの魅力・誇りづくり
　　基本方針⑤ まちの誇りを育む教育・学習の充実と歴史・文化を継承していく
　　　 基本施策 ⑤-1 学校教育の充実
　　　　主な取組み　脊振地域におけるコミュニティバス運行の継続
　　　　脊振地域の通学・移動手段の確保のため、コミュニティバスを運行します。
　
　　目標：通学時における事件・事故数　0件（令和５年度）

　神埼市脊振町では、山間部（過疎地域）の保育園児、小学校児童及び中学校生徒の登下校
時における安全確保を図るため、また、当該児童・生徒等の保護者の負担を軽減することを
目的に、当該町内に3コースを設定し通学バスの運行事業に交付金を充当しています。

【事業量】
・通学バス3コース（脊振山麓線・倉谷線・鳥羽院線）
・平日は午前2便（脊振山麓線は3便）、午後2便の運行　※長期休業中の午後は1便。
・土曜日は午前1便、午後1便。

交付金事業の概要



4,400,000

4,400,000

％

目標値 件

6,721

令和６年度

4,400,000

4,400,000

4,400,000

4,400,000

交付金事業の総事業費
等

平成30年度 事業終了（予定）年度 令和9年度事業開始年度

成果目標 成果指標

令和５年度

第2次神埼市総合計画（後期基本計画）の終期まで事業期間の設定理由

交付金事業の活動指標
及び活動実績

0

評価年度

件

単位

通学時にお
ける事件・
事故数0件

成果実績

28,811,569 354,431,729

94.2

令和３年度

令和４年度活動指標

23,158,460 27,636,400

交付金充当額

うち文部科学省分

5,111

令和５年度
の通学時に
おける事
件・事故数

うち経済産業省分

単位

76.0 58.7
バス利用者数

6,721 5,111 2,999
7,135

達成度

達成度

総事業費

令和４年度 令和５年度 備　考

人
人
％

令和３年度
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標
及び成果実績 評価年度の設定理由

毎年度のＰＤＣＡサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度に評価を実施。

今年度は事件・事故件数が０件でした。次年度も０件となるよう取り組んでいきます。

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無



交付金事業の評価課室 神埼市総務企画部企画課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

通学輸送業務委託 随意契約（単一）
有限会社ジョイックス交通
（佐賀県神埼市）

28,811,569

交付金事業の担当課室

交付金事業の契約の概要

神埼市総務企画部企画課



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和５年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

9,240,000

交付金事業に要
した経費

8,000,000 8,000,0001

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

玄海海上温泉パレア改修事
業

玄海町

番号 備　考交付金充当額措置名
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業の名称

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

玄海海上温泉パレア改修事業

令和５年度 事業終了（予定）年度 令和５年度事業開始年度

事業期間の設定理由

交付金事業実施場所 佐賀県東松浦郡玄海町大字石田地内

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 玄海町

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第五次玄海町総合計画（後期基本計画）（令和5年度～令和7年度）
　基本目標４　健康分野　福祉が充実するまち
　　施策４－１　住民の健康づくりの推進
　　　項目１　健康づくりの充実
　　　　　健康づくりを総合的・計画的に進めます。

　目標：排煙窓の整備不良による事故発生件数　0件（令和６年度）

　平成16年に開館した町営の温泉施設である玄海海上温泉パレアは、指定管理者制度を活用
して運営を行っています。設置から一定期間を経過した設備を更新することで施設の機能を
維持し、継続して利用できるようにすることで、施設の利用促進及び住民の健康増進を図り
ます。

【事業量】
　老朽設備の更新工事　５箇所
　・各浴室等の排煙窓オペレーターの改修

交付金事業の概要



％

目標値 件

令和７年度

8,000,000

8,000,000

交付金事業の総事業費
等

成果目標 成果指標

交付金事業の活動指標
及び活動実績

0

評価年度

件

単位

排煙窓の整
備不良によ
る事故発生
件数0件

成果実績

100.0

令和５年度

活動指標

9,240,000

交付金充当額

うち文部科学省分

令和６年度
の事故発生
件数

うち経済産業省分

単位

設備更新箇所数
5
5

達成度

達成度

総事業費

備　考

箇所
箇所
％

令和５年度
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標
及び成果実績 評価年度の設定理由

令和5年度の整備完了後、令和6年度に調査をし令和7年度に評価を実施するため。

―

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無



交付金事業の評価課室 玄海町企画商工課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

改修工事 指名競争入札
有限会社宮崎建設
  (佐賀県玄海町）

9,240,000

交付金事業の担当課室

交付金事業の契約の概要

玄海町企画商工課



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和５年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

7,694,500

交付金事業に要
した経費

5,500,000 5,500,0001

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

町民会館備品整備事業 玄海町

番号 備　考交付金充当額
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業の名称措置名

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

町民会館備品整備事業

令和５年度 事業終了（予定）年度 令和５年度事業開始年度

事業期間の設定理由

交付金事業実施場所 佐賀県東松浦郡玄海町大字新田

交付金事業の概要

　町民会館は町民が地域活動、各種サークル活動等を行う場所としております。その中
で、令和４年度からは町内の小中一貫校である玄海みらい学園の生徒が利用する公営学習
塾も行っており、イベントホール及び町民ホールの利用頻度が増加しています。
　しかし、イベントホール及び町民ホールに整備されている机、椅子は老朽化により、安
心安全に使用できない状況にあります。町民が安心して活動を行え、町民の健康増進、福
祉の向上に資するため、イベントホール及び町民ホールへ設置する机、椅子を整備しま
す。
　イベントホール用　　　机38台
　　　　　　　　　　　椅子76脚
　町民ホール用　　　　　机 3台
　　　　　　　　　　　椅子20脚

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 玄海町

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
第五次玄海町総合計画（平成28年度～令和7年度）
　基本目標３　教育分野　次代を育成するまち
　　施策３－３　生涯学習・スポーツ・文化活動の推進
　　　項目３　文化活動の充実
　　　　　　　芸術・文化活動に関する取組を推進します。



％

目標値 人

台 3
活動見込 台 3

成果目標 成果指標

交付金事業の活動指標
及び活動実績

達成度 ％ 100

町民ホール机台数
活動実績

12,000

達成度

活動指標
台
台
％

100

イベントホール椅子脚数
活動実績 脚 76
活動見込 脚 76

令和５年度単位
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

令和5年度に備品を整備した後、令和6年度に調査をし令和7年度に評価を実施するため。

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

町民会館利
用者数の増
加

成果実績

100
イベントホール机台数

38
38

町民会館利
用者数（年
間延べ人
数）
基準値
（R3年度）
11,889人
目標値
（R6年度）
12,000人

評価年度 令和７年度

人

達成度

達成度 ％ 100

町民ホール椅子脚数
活動実績 脚 20
活動見込 脚 20
達成度 ％



交付金事業の評価課室

玄海町教育課

玄海町教育課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

町民会館イベントホール机
椅子購入

指名競争入札
株式会社玄海商事
(佐賀県東松浦郡玄海町）

6,297,500

交付金事業の担当課室

5,500,000

5,500,000

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費
等

令和５年度 備　考

総事業費

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

7,694,500

町民会館町民ホール机椅子
購入

指名競争入札
株式会社吉富
（佐賀県東松浦郡玄海町）

1,397,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和５年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

6,907,689

交付金事業に要
した経費

5,500,000 5,500,0001

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

次世代エネルギーパーク備
品整備事業

玄海町

番号 備　考交付金充当額
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業の名称措置名

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

次世代エネルギーパーク備品整備事業

交付金事業実施場所 玄海町大字今村地内

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 玄海町

　次世代エネルギーパークあすぴあ）は、平成２５年７月のオープン以来、次世代を担う子
どもたちが次世代エネルギーを見て触れて直接体験できる学習の場、地域を活性化させる場
として、指定管理者制度を活用し施設運営を行っています。
　オープン前に購入した電気自動車について、オープン後は玄海町役場本庁舎からあすぴあ
に移動し、指定管理者が関係者との渉外活動やイベントのチラシ配布等の広報活動の際に使
用しています。しかし、購入から約１０年経過し、ラッピングの剥がれなどの劣化が目立
ち、今後、バッテリー交換等メンテナンス費用の増加も見込まれています。
　プロジェクターについては、開館当初からセミナールームに設置し、指定管理者が開催す
るイベント等（エネルギー関係の勉強会及び子ども向けイベントの映画上映会等）の開催を
主としています。使用していないときは、会議室として有料貸出も行っています。しかしな
がら、現在のプロジェクターは約１０年前に設置しているため、劣化により映像が薄くなっ
ているなどから放映画面がかなり見づらい状況となっています。
　今後とも施設のよりよい運営を継続し、あすぴあにより多くの方が訪れてもらうため（コ
ロナ禍前の来場者数10万人の回復）、また、玄海町が目指す「環境にやさしいエネルギーの
まち」をPRするため、電気自動車及びプロジェクターを更新します。

【事業量】
　　・電気自動車１台
     （日産リーフ　ZAA-ZE1(付属品：ETCユニット、ドライブレコーダー、ドアバイ
       ザー、フロアマット含)）
　・プロジェクター１台
   （SONY VPL-FHZ91L(プロジェクションレンズ、サスペンションサポートベース、オ
     プショナダプター含)）

交付金事業の概要



令和５年度 事業終了（予定）年度 令和５年度事業開始年度
事業期間の設定理由

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

　第五次玄海町総合計画（後期基本計画）（令和5年度～令和7年度）
　　　基本目標１　環境分野　自然と共生するまち
　　　　施策１－１　自然環境の保全
　　　　　項目１　環境対策の推進
　　　　　　　脱炭素社会の実現に向けて、省エネルギーと温室効果ガス削減を推進
              し、地球温暖化対策に取り組みます。

　　　目標：あすぴあの来場者数増加　100,000人（令和６年度）

　　　次世代エネルギーパークあすぴあ来場者数実績【令和３年度～令和５年度】
          令和3年度　66,111人
　　　　　令和4年度　80,718人
　　　　　令和5年度　85,982人



％

目標値 人

5,500,000

5,500,000

交付金事業の総事業費
等

活動見込 台 1

成果目標 成果指標

6,907,689

100

令和５年度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

達成度 ％ 100

100,000
あすぴあの
令和６年度
来場者数

評価年度 令和７年度

人

活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

令和5年度の整備完了後、令和6年度に調査をし令和7年度に評価を実施するため。

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

あすぴあの
来場者数
100,000人

成果実績

電気自動車の購入台数
1
1

達成度

達成度

活動指標
台
台
％

令和５年度

総事業費

備　考

プロジェクターの購入台
数

活動実績 台 1

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

単位



交付金事業の評価課室
玄海町防災安全課
玄海町防災安全課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

電気自動車の購入 一般競争入札
大原自動車整備工場
（佐賀県東松浦郡玄海町）

4,543,789

交付金事業の担当課室

交付金事業の契約の概要

プロジェクターの購入 指名競争入札
宮島商事株式会社
 (佐賀県唐津市）

2,363,900



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和５年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

（単位：円）

交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業の名称措置名

6,820,000

交付金事業に
要した経費

4,500,000 4,500,0001
福祉対策

措置
特別養護老人ホーム玄海園

施設修繕事業
玄海町

番号 備　考交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

　平成19年に開所した特別養護老人ホーム「玄海園」は、常時介護を必要とする高齢者が、
快適な環境と行き届いた介護のもとに、心豊かな老後を過ごしていただくために建設し、指
定管理制度を活用して運営を行っています。給湯設備である給湯ポンプ及び膨張タンクにつ
いては、施設開設当初から更新することなく、15年以上使用しています。設置から一定期間
を経過した設備を計画的に整備することにより施設の機能を維持し、継続した利用環境を提
供することで、入居者が安心した生活ができる環境を整えるため、下記設備の更新を行いま
す。

【事業量】
　　　　給湯設備更新工事
　　　　　　･給湯ポンプ　２台
　　　　　　　（ＰＨＵ－１、給湯加圧ポンプユニット、ＫＦＥＨ４０Ｐ３．７）
　　　　　　･密閉式膨張タンク　１台
　　　　　　　（ＴＥ－２、密閉式膨張タンク、ＡＦＸ－４００ＮＸ）

交付金事業の概要

交付金事業実施場所 佐賀県東松浦郡玄海町大字平尾地内

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 玄海町

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

　第五次玄海町総合計画（後期基本計画）（令和5年度～令和7年度）
　　　基本目標４　福祉分野　福祉が充実するまち
　　　　施策４－３　⾼齢者福祉の充実
　　　　　項目２　安心な老後生活
　　　　　　　地域に根差した福祉施設の充実を図ります。

　　　目標：給湯設備の不具合による介護サービス未提供日数　0日（令和６年度）

措置名 交付金事業の名称

福祉対策措置 特別養護老人ホーム玄海園施設修繕事業



総事業費

備　考

台
台
％

令和５年度
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標
及び成果実績 評価年度の設定理由

令和5年度に工事終了後、令和6年度に調査をし令和7年度に評価を実施するため。

―

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

交付金充当額

うち文部科学省分

令和６年度
の介護サー
ビス未提供
日数

うち経済産業省分

単位

設備更新台数
3
3

達成度

達成度

日

単位

給湯設備の
不具合によ
る介護サー
ビス未提供
日数0日

成果実績

100.0

令和５年度

活動指標

6,820,000

4,500,000

4,500,000

交付金事業の総事業費
等

令和５年度 事業終了（予定）年度 令和５年度事業開始年度

成果目標 成果指標
事業期間の設定理由

交付金事業の活動指標
及び活動実績

0

評価年度 令和７年度

％

目標値 日



交付金事業の担当課室

交付金事業の契約の概要

交付金事業の評価課室
玄海町防災安全課
玄海町防災安全課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

給湯設備更新工事 指名競争入札
株式会社小野建設 玄海支店
（佐賀県東松浦郡玄海町）

6,820,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和５年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

（単位：円）

交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業の名称措置名

99,630,500

交付金事業に要
した経費

99,630,500 99,630,5001
地域活性
化措置

施設型給付費支給事業
（基金造成）

玄海町

番号 備　考交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

交付金事業実施場所 佐賀県東松浦郡玄海町大字諸浦地内

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 玄海町

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第五次玄海町総合計画（後期基本計画）（令和5年度～令和7年度）
　　基本目標３　教育分野　次代を育成するまち
　　　施策３－１　子育て支援の充実
　　　　項目２　子育て支援の充実
　　　　保育の質と量を拡充するとともに総合的・計画的な子育て支援を推進します。

　　　　目標：保育を必要とする者への施設型給付費支給率１００％（令和６年度）

　施設型給付費は、子ども・子育て支援法に基づく制度の一つで、保育所等に対する財政措
置です。その施設型給付費のうち、当町に住所を有し、町内の2つの保育所に通う子どもに
係る施設型給付費支給に要する費用に充当するための基金を造成します。

【事業量】
　　　施設型給付費9か年分（令和2年度～10年度）の支給に要する費用に係る基金造成
　　　対象施設：玄海町立保育所（あおば園、ふたば園）
　　　対象経費：施設型給付費の支給
　　　対象期間：令和２年度～令和１０年度

交付金事業の概要

令和元年度 事業終了（予定）年度 令和８年度事業開始年度

事業期間の設定理由 基金造成事業の最終年度まで

措置名 交付金事業の名称

地域活性化措置 施設型給付費支給事業 （基金造成）



100.0 100.0
基金造成額

162,978,000
119,485,000

99,630,500
162,978,000

達成度
交付金事業の成果目標
及び成果実績

保育を必要
とする者へ
の施設型給
付費支給率
１００％

成果実績

評価に係る第三者機関等の活用の有無

成果目標 成果指標

保育を必要とする者への施設型給付費支給率は100％を達成することができ、今後も継続し
て支援を行うと共に、町内の子どもたちが保育を受けたいときに受けることができるよう、
人材の確保など適切な保育所運営に努めます。

100

評価年度 令和７年度

達成度

％

単位

99,630,500

保育を必要
とする者へ
の施設型給
付費支給率=
施設型給付
費支給者数
÷保育を必
要とする者
×１００

単位
円
円
％

令和３年度
活動実績
活動見込

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

令和５年度活動指標

評価年度の設定理由

令和５年度造成分の基金処分を開始する令和6年度の実績が集計可能な次年度の令和7年度に
評価を実施します。

令和４年度

100.0

交付金事業の活動指標
及び活動実績

％

目標値 ％

119,485,000



162,978,000

162,978,000

119,485,000

119,485,000

交付金事業の契約の概要

99,630,500

令和３年度

うち経済産業省分

交付金充当額

うち文部科学省分

総事業費

令和４年度 令和５年度 備　考

162,978,000 119,485,000

交付金事業の総事業費
等

交付金事業の評価課室
玄海町企画商工課
玄海町こども・ほけん課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

基金造成 積立 － 99,630,500

99,630,500

99,630,500

令和元年度～令和５年度
総事業費 459,123,500

交付金事業の担当課室



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和５年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

（単位：円）

交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業の名称措置名

4,935,000

交付金事業に要
した経費

4,706,000 4,706,0001
地域活性
化措置

温泉地活性化推進事業 佐賀市

番号 備　考交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

交付金事業実施場所 佐賀市富士町大字古湯地域 外１件

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 佐賀市

佐賀市は、第2次佐賀市総合計画・後期基本計画に基づき、地域性を生かした独自の魅力
ある温泉地づくりをするため、温泉地活性化事業等を行う団体に対し、電源立地地域対策
交付金を活用し、補助金を交付しました。

【事業量】
○温泉地活性化推進事業(補助事業)の実施
　・補助事業者　1者(一般社団法人古湯・熊の川温泉観光コンベンション連盟)

【補助事業者の実施実績】
○広報事業の実施
　・SNSやWEB広告を中心に施設や関係イベントを広く広報
　・老朽化したものや情報が古くなった観光案内看板の修繕
○イベント開催
　・古湯熊の川温泉郷花火大会を開催
　　　日時：令和5年8月18日、場所：佐賀市富士町古湯温泉街周辺
　　　参加人数：1,800人
　・ヤマメのつかみ取りイベントを実施
　　　水祭　　　　　　 　日時：令和5年7月30日
 　　　　　　　　　　　　場所：SAGA FURUYU CAMP、参加人数：200人
　　　夏送り祭　　　　　 日時：令和5年10月1日
　　　　　　　　　　　 　場所：SAGA FURUYU CAMP、参加人数：150人
　　　富士町ふれあい祭り 日時：令和5年10月21日
　　　　　　　　　　　　 場所：佐賀市富士支所駐車場、参加人数：250人

交付金事業の概要

措置名 交付金事業の名称

地域活性 化措置 温泉地活性化推進事業



交付金事業の成果目標
及び成果実績 評価年度の設定理由

広報事業の改善を図るため、事業実施翌々年度早期に評価を実施

単位

令和５年度
の古湯・熊
の川温泉の
日帰り客及
び宿泊客の
総数

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第２次佐賀市総合計画・後期基本計画（令和2年度～令和6年度）
　　　第１章　地域資源を活かして新たな賑わいと活力を創出するまち
　　　　施策１　魅力ある観光の振興
　　　　　人口減少により国内市場が停滞する中、多様化する観光ニーズを踏まえ、
          佐賀市ならではの観光の魅力を⾼め、国内外からの誘客と消費拡大を図りま
          す。このため、観光機能の整備、戦略的な観光プロモーション、市民等の
          おもてなし意識の醸成、コンベンションの誘致、外国人観光客への対応、
          魅力的な観光商品の開発に取り組みます。

　　　目標：佐賀市観光入込客数４６０万人（日帰りおよび宿泊）（令和６年度）

達成度

古湯・熊の
川温泉郷入
込客数
３５万人

成果実績

平成２７年度 事業終了（予定）年度 令和６年度事業開始年度

成果目標 成果指標

目標値 人

令和７年度

人

第２次佐賀市総合計画・後期基本計画の終期まで事業期間の設定理由

350,000

評価年度

％



総事業費

令和４年度 令和５年度 備　考

件
件
％

令和３年度
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標
及び成果実績

　今年度製作した広報物については、広域に設置依頼をしている掲出施設からの追加配布
要望も多く、過年度と比較してより効果的であったと評価します。
　また、花火大会については山間部の小さな花火大会に2000人弱が訪れていることから
も、地域の誘客の目玉として有効であったと評価します。コロナ禍後の入込客数の落ち込
みに対しては同水準まで回復できていないため、引き続き古湯・熊の川温泉郷のブランド
イメージと認知度の向上のための施策を行っていきます。

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

240,000

うち経済産業省分

単位

96.0 115.2

「ふるくま」ホームペー
ジ閲覧数

266,042 230,347 276,363
240,000

達成度

4,935,000

110.9

令和３年度

令和４年度活動指標

4,733,000 4,735,000 事業開始年度からの
総事業費：36,147,138交付金充当額

交付金事業の総事業費
等

一般社団法人　古湯・熊の
川温泉観光コンベンション
連盟（佐賀県佐賀市）

4,935,000

4,706,000

4,706,000

交付金事業の担当課室

4,733,000

4,733,000

4,735,000

4,735,000

交付金事業の契約の概要

うち文部科学省分

240,000

令和５年度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

佐賀市経済部観光振興課
佐賀市経済部観光振興課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

温泉地活性化推進事業に係
る事業費補助

補助金

交付金事業の評価課室



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和５年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

4,796,000

交付金事業に要
した経費

3,137,000 3,137,0001

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

市道久池井小川線舗装補修
工事

佐賀市

番号 備　考交付金充当額措置名
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業の名称

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

市道久池井小川線舗装補修工事

交付金事業実施場所 佐賀市大和町大字久池井地内

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 佐賀市

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第２次佐賀市総合計画・後期基本計画（令和2年度～令和6年度）
　第２章　災害に強く、安心で利便性が⾼い暮らしが実感できるまち
　　施策６　道路ネットワークの充実
　　　取組①生活道路の整備による快適で安全な移動の確保
　　　　費用対効果や緊急性の観点から優先度を判断し道路整備を実施します。道路の
        整備に際しては、歩道や自転車走行空間のユニバーサルデザイン化など、道路
        利用者の安全に配慮します。また、地域の実情に応じた市民の自主的な清掃活
        動への支援や、橋りょう、舗装などの道路施設の予防的な維持補修などによる
        長寿命化図り、交通の安全を確保すると共に、維持管理費用の縮減に努めます。
 
　　目標：地域拠点間や市内の道路を快適で安全に通行できていると感じる市民の割合
　　　　　　　　基準値　平成25年度：54.2%、平成30年度：56.7%
　　　　　　　　目標値　令和6年度：65.3%

　本路線区間は北西にここ数年でできた新規住宅地や南に既存住宅地、南東に小学校がある
ため、朝夕の通学路になっています。また、道路幅員が広く、国道２６３号から県道川久保
鳥栖線への抜け道となっており、交通量も通常の住宅地内の道路に比べて多い状況です。工
事施工区間は経年による舗装劣化でひび割れ凹凸が多数みられます。このことから、電源立
地地域対策交付金を活用して市道久池井小川線を舗装補修し、通行者の安全確保を図り不安
を解消します。

【事業量】
　市道久池井小川線舗装補修工事
　施工延長　L=58.0ｍ、表層工　628m2、区画線　一式

交付金事業の概要



％

目標値 ％

令和６年度

令和５年度 事業終了（予定）年度 令和５年度事業開始年度

成果目標 成果指標

事業期間の設定理由

交付金事業の活動指標
及び活動実績

65.3

評価年度

％

単位

地域拠点間
や市内の道
路を快適で
安全に通行
できている
と感じる市
民の割合
65.3%

成果実績

100

活動指標

（「感じて
いる」＋
「どちらか
といえば感
じている」
と回答した
人数）÷調
査対象者
5,000人×
100（令和６
年度市民意
向調査）

単位

舗装補修工事の施工延長
58
58

達成度

達成度

ｍ
ｍ
％

令和５年度
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

市民意向調査を施工の次年度当初に実施して結果を集計します。（８月以降公表）

―

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無



交付金事業の評価課室 佐賀市役所地域政策課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

市道久池井小川線
舗装補修工事

指名競争入札
株式会社　シライシ舗道
　(佐賀県佐賀市)

4,796,000

交付金事業の担当課室

3,137,000

3,137,000

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費
等

佐賀市役所北部建設事務所

令和５年度

4,796,000

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

総事業費

備　考




